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ⓒ JAHIS 2019

Agenda
• JAHIS放射線データ交換規約 Ver.3.1C について

• 国際規約と放射線データ交換規約の関係
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ⓒ JAHIS 2019

JAHIS放射線データ交換規約Ver.3.1C
• 放射線検査オーダの基本
的なシステム間通信のタイ
ミング、内容（HL7 V2.5）を
規定している。

• IHE RAD SWF.bとの整合
性確保を意識している。

• IHEJコネクタソンに採用さ
れ、審査基準の根拠文書
となっている。

• HELICS指針HS016に採
択され、厚労省標準へ。
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ⓒ JAHIS 2019

JAHIS放射線データ交換規約Ver.3.1C
第1章 はじめに

第2章 使用しているHL7について

第3章 主な用語

第4章 JAHIS標準テーブル

第5章 放射線データ交換規約の対象範囲

第6章 メッセージ構文

第7章 関連セグメント詳細

付録 メッセージ例、JJ1017 Ver.3.1の使用方法、
作成者名簿、Ver.3.0Cからの変更点
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第2章 使用しているHL7について
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基本的な説明セクションから
解説があるが、共通編（後述）
を参照するよう指示がある。

データ型については、放射線
で追加している型のみ解説

さらに、オーダ指示の際に使う
コメントについて2.6で説明
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JAHISデータ交換規約（共通編）Ver.1.1

• 各部門システムで共通の
要件（患者情報など）をま
とめた版

• 放射線規約中、共通編
に記載があるものは、そ
の旨、参照指示がある。

• 単独ではHELICS指針採

択はされていないが、併
せて参照する必要がある。
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放射線オーダのHL7データ構造
• 日本では、HL7オーダ表現で親子構造を持つ。

• ORC以下の部分は以下の構造になる。
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ORC(NW)
TQ1
OBR

OBX

このオーダ情報が
新規
であることを⽰します

ORC(PA)
TQ1
OBR

ORC(CH)
TQ1
OBR

×m

×n

このオーダ情報の
⼿技＝検査種
を⽰します。

このオーダ情報の
撮影⽅法と実施
を⽰します。

OBX ×l

ZE1/ZE2 ×o
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第6章 メッセージ構文
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HL7 V2.5 の使うべきメッセー
ジ種類とイベントを解説

メッセージのセグメント構成に
ついて表形式で定義

さらに、放射線規約として必要
な要件について、補足解説

ⓒ JAHIS 2019

Ver.3.0Cからの変更点

• 患者到着通知電文が、ORU＾R01→OMG＾O19
に変更された。
← IHE RAD 国際側との協議により、オーダのステータ
ス変更（RAD-３）を使うことで妥結した。

• OMI＾O23放射線検査通知電文における、
IPC-2,4についてO⇒R（必須）に変更された。
← HL7のカーディナリティはRであるにも関わらず、

JAHIS側はOにしていたため、整合性を取った。

• 全体的に文書の誤用を訂正し、不備指摘事項
の修正を併せて行った。

• JAHISでは3年以内に規約内容を見直しする。
2019/06/06
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第7章 メッセージ構文
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HL7 V2.5 の各セグメント毎に

構成フィールドやその要件を
解説している。

各フィールド内容の成分構成
についてと、フィールドの解説

を行っている。

必要に応じて、HL7マスタテー

ブルの構成表等を細かく解説
しているフィールドもある。

ⓒ JAHIS 2019

付録1 メッセージ例
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メッセージ例の背景にある
シナリオについて解説

実際のメッセージ例を掲載

構成するセグメント毎に
フィールド内容として設定し
ている値、またその補足説

明をまとめ

一通りのワークフローシナリ
オに従ってメッセージ例文と

解説を掲載
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付録2 JJ1017 Ver.3.1の使用方法
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JJ1017 Ver.3.1に関する解説。

コードの桁構成についても図
示している。

オーダ電文の構成について、
親子構造での表現し、撮影レ

ベルで表現する解説

ⓒ JAHIS 2019

IHEでの国際側との整合性調整
 国際と日本の規約不整合の時代（～2014年）

国際側ではSWFにおける HL7通信は V2.3.1 を採用しており、
日本の V2.5 とはメッセージレベルで大きく不整合があった。

 SWF.b の新設（2012-13年）

米国のMUの影響もあり、 V2.3.1のSWFワークフローを
V2.5.1で実装した SWF.bプロファイルを新たに採択した。
米欧も2015年よりコネクタソン審査は全面移行した。

 日本の国別拡張仕様 NEX 提案 (2014-15年）

SWF.b登場により、これまで未承認だった日本での実装要件
についても、IHEの国別拡張仕様 National EXtension の文書
化が作業項目として採択され、検討がスタートした。（JP-NEX）
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RADの⽇本版拡張
 RAD TF Rev.15.0︓2016/07/29 に発⾏
 JP-NEX: 10. National Extension for IHE Japan

TF Vol.4. は各国のNational Extensionが記載されている。
この中に⽇本版拡張仕様に関する記述（⾔語や⽇本特
有の拡張仕様の説明）を追加しました。
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ⓒ JAHIS 2019

国際側との整合性 残課題
 放射線検査実施電文（ORU＾R01）の扱い

IHE国際側では検査レポート通知はRAD-28（ORU）で定義して
いるが、日本の資材、プロトコル情報の通知は想定外。CPにて
検討の俎上には載せたが・・・。

 患者プロファイルマスタの不備、不足

JP-NEX検討中に指摘された、患者プロファイルのマスタ不備、

不足については、メッセージ交換専門委員会で共通編改訂とし
て検討中。JLAC10などの既存コードの活用をリストアップ。

 MLLP（Minimum Lower Layer Protocol）不採用等

国内ではMLLPは不採用としているが、国外は採用。HL7のバー
ジョンも本来は V2.5.1である必要など、細かな差異が残存。
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ご清聴、ありがとうございました。
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